
国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、5月29日㈮から新たな防災気象情報の運用を開始します。
この新たな防災気象情報では、河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の警報などを、避難行動に対応した5段階の警
戒レベルと整合させ、災害発生の危険度に応じたレベルの数字を名称に含めて発表します。

レベル5に相当する河川氾濫の特別警報や
レベル4に相当する危険警報も新たに開始
するなど、現行の大雨警報・注意報などが
大きく変わります。
レベル3警報やレベル4危険警報が発表さ
れたら、自治体からの避難指示などに十分
留意するとともに、大雨で危険度が高まっ
た地域が地図で表示される「キキクル」や河
川の水位情報を参照して、危険な場所にい
る人は早めの避難を心がけてください。

気象庁の特設ページでは、新たな防災気象情報に関する様々な資料を掲載しています。これらの資料を参考に、
情報が発表された際にどのような行動をとるか、家庭や企業・組織内であらかじめ決めておきましょう。

名古屋地方気象台 052-751-5124

5月から防災気象情報が新しくなります

大規模災害から
 市民を守るために

△碧南市消防団長
鈴木洋さん

市民の皆様には、日頃より市消防団の活動に対し、温かいご支援とご協力
を賜り、心より御礼申し上げます。
近年、地震や水害などの大規模災害が全国各地で頻繁に発生しておりま
す。私たちが暮らす碧南市においても、いつ発生してもおかしくないとさ
れる南海トラフ地震が懸念されています。市消防団では、こうした大規模
災害に備えるため、昨年より訓練内容の充実を図ってまいりました。小学
校のプールを借用し、実際にボートを使用した水難救助訓練や、消防団
DIG（地震災害活動訓練）などを通して、災害時の消防団としての活動方法
や状況に応じた行動判断について学ぶ機会を増やしております。しかしな
がら、いかなる活動も基本があってこそ成り立つものです。日頃から放水
訓練や操法訓練といった基礎訓練にも継続して取り組み、技術と連携力の
向上に努めております。
このように市消防団は、消防活動にとどまらず、災害時における幅広い対
応力と知識を身につけ、地域を守る存在として日々活動しています。市消
防団の活動にご興味のある方は、ぜひ入団をご検討ください。そして、地
域を守る「ヒーロー」として、私たちと共に活動していただける方を心より
お待ちしております。
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